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ACHIEVING A CIRCULAR ECONOMY
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Europe2020 (launched from 2011)

A strategy for smart, sustainable and inclusive growth

従来経済

バブル経済

Transition of 
Economy

雇用創出

デカップリング 7 Flagship Initiatives
Innovation Union

Youth on the Move

A Digital Agenda for Europe

Resource Efficient Europe

An Industrial policy for 
the globalization era

An Agenda for skill and job

European Platform against 
Poverty

- 75 % of the population aged 20-64 should be employed. 
- 3% of the EU's GDP should be invested in R&D. 
- The  "20/20/20"  climate/energy  targets  should  be
- The share of early school leavers should be under 10% and at least 40% of the younger 
generation should have a tertiary degree. 
–- 20 million less people should be at risk of poverty.

1990s
dematerialization
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第17期学術会議物質創製工学研究委員会金属材料専門
委員会報告書

「材料の21世紀へのストラテジー」

2000年6月

2000年12月~

「資源生産性とその向上の方向性に関する委員会」
（略称：資源生産性委員会 ）

資源生産性向上の重要性指摘

各省庁への働きかけ
内閣府：
ミレニアム

循環型社会に向
けての大規模な
調査研究

（文部科学省）
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大量の廃棄物

製品要求の物質化

資産の蓄積

モノとしての
製品の消費者

充足感

サービスの

享受者
サービス

要求の

物質化
生産

大量の
資源

マス・
プロダク
ション

選択

多様な欲求

要求と設計の適切なインターフェイス

カスタマイズ

少量の廃棄物

物質の循環
システム

小規模な循環

少量の資源

大量生産・大量消費・大量廃棄のマテリアルフロー

適材適所のマテリアルフロー

製品要求の物質化

製品要求の物質化

製品要求の物質化

製品要求の物質化

適切な材料を有効に配置し、総物質
使用量を減らせるプロセシング技術を

マテリアル・リース

大量生産、大量消費、大量廃棄(循環)からの脱却

消費者にモノを
与えない

廃棄物処理
からの解放









Decoupling: 環境と経済の両立

Time  



経
済
成
長



環
境
負
荷

coupling

decoupling

経済成長
とともに

環境負荷増大

経済成長が
環境負荷減少
をもたらす

モノに依存
した

プラット
フォーム型



持続可能性を持つ
「循環型」システムに
付加価値をつける

問題解決型ではない !

現行経済の枠内の発想では戦えない !
規制と財政誘導にモチベーションを求めては置いて行かれる

欧州のCircular Economyの本質は



循環型社会(3R)とCircular Economy(CE)の違い

3R CE

目的 最終処分の減量
(アウトプット)

資源効率の改善
(インプット)

利得 社会の経済外負担の軽減 多資源消費大規模製造とは異な
る新規の投資対象の形成

主な手段 再資源化 使用済み製品の高度多様再利用

使用済製品 再資源化の対象 使うべき対象

主な主体 リサイクラー、製造業の環境
担当

使用サービス提供者、中小の製
品化業



機能 プロセス 品質管理 その他

リマニュファク
チュアリング

当初製品と同
等

分解し再構築 当初製品と同
等の保証

リファービッシュ
(リビルド)

当初製品に準じ
る

劣化部品を交
換し、再組立

独自設定 自動車関係で
はリビルドが使
われる

リペア 劣化部分の回
復

劣化部分の交
換、修復

回復度点検 リファービッシュ
用部品も含む

ダイレクト・リ
ユース

機能は問わず 分解せず、洗浄
程度

点検程度

リサイクル 機能喪失 成分のみ抽出 原料としての品
質



残存価値
(retained value)

を徹底的に引き出す
資源価値

素材価値

機構価値

機能価値

利用価値

行動価値(情報価値)

コミュニケーション価値

Substance-
recycle

Elements
Reuse/refurbish

Parts
Re-manufacturing

Product
Reuse

Co-use

repair
???

Service
share

IoE
ICT

個人消費/売切経済

共同空間経済



material

secondary resource

parts

Value recovery 
& Certification

mechanism

performance

usabiliity



第4次産業革命
モノ売り から サービス(コト)へ

製品価値

所有価値

IoE
ICT

機能価値

利便価値

サービス価値IoE: internet of everything
ICT information communication 
technology

新製品大量生産 メンテ、リペア、P-Reuse

日本生産性本部 喜多川氏 をもとに作成

新品売り メンテ売り、使い方売り



付加価値≒サービス, 満足の代償

糧
食事

香辛料

塩

衣 衣装

羊毛

絹

道具

機械

鉱物資源

エネル
ギー資源

グローバルな拡張

金融空間 情報空間

ルール・
システム空間

物質を媒体にしたサービスの展開 新たな価値空間の創出

プラットフォーム経済



丸売りから
PAAS(Product as a Service)へ

製品

丸売り
PAAS

製品

再生
製品

製品

ヒトヒト

リファー
ビッシャー

日本生産性本部 喜多川氏の図を基に作成



By 喜多川



By 喜多川





付加価値≒サービス, 満足の代償

糧
食事

香辛料

塩

衣 衣装

羊毛

絹

道具

機械

鉱物資源

エネル
ギー資源

グローバルな拡張

金融空間 情報空間 共有・循環空間

物質を媒体にしたサービスの展開 新たな価値空間の創出



本源ニーズ 拡大ニーズ
ハイパー
ニーズ

欲しい 便利だ

使える

蓄音機

Walk man

ipod

馬車

ガソリン車

EV

楽器



Paasビジネスモデル

製品関連コスト

製品関連以外の
サービスコスト

製品関連コスト

製品関連以外の
サービスコスト

Paasビジネスの
コストト

ー
タ
ル
コ
ス
ト

利
益

利
益

日本生産性本部 喜多川氏の図を基に作成



Sustainable 
society

Social mind

Physical base

生活様式
社会システム

Material 
technology



E-waste の発生構造

EoL

回収業

高価値
化追求

部品リユー
ス

回収業

中古再
生業

セコハン
トレード

材料リ
サイクル

放棄

利用不
可品

E-waste

消費 放棄

利用不
可品

部品リユー
ス

材料リ
サイクル

E-wasteE-waste

利用不
可品

放棄

E-waste
E-waste

informal材料
リサイクル

EU Africa

Waste 
disposer

Waste 
disposer



Different circulation society of EU/Africa from JP/Asia

Developing
countries
Consume

EU
consume

Recycle
maijor

Formal
recycler

prvder

prvder

Produce

Various circulation business

⇐material tax
⇐harmful substance free

as EPR

Producec

JP
consume

Recycler

Japanese circulation society

Business chance in circulation from view point of sustainable consumption

EU’s Circular Economy

Share of roles to decrease waste

Asian
Consume

Semi 
Formal
recycler

Primary or
Second
hand

Producer

materials

Second 
hands

E-waste
resource
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EUのCircular Economyのもつ弱点

production
Zero

emission

resource
waste

脱物質経済 dematerialization economy

無視している点



Multi-value Circulation

Value as
Resource 

Value as
Material

Value as 
Component

Utility value

Build 
to Last

Value as 
function

Zero
emission

smart 
resource use



リマニュ
ファクチャ
リング

信
頼
性

製造者認証

製造者ブランド

リファー
ビッシュ

ディーラー

広範なサードパーティー

ダイレクト
リユース

信頼関係

高度製造者

ブランド
事務機器
レンタル・リユース

サードパーティー
リユース事務機器

中古事務機器

会社認証

機能試験
寿命判定

技術認証
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製品特性とPaasビジネスモデルとの一般的親和性（考察）

ライフサイクルカテゴリー 小項目 親和性比較

製品設計

寿命 長寿命＞低・平均寿命

環境設計 Reparability・Reusability＞Recyclability

品質 高品質＞低・中品質

有害性 無害＞有害

生産・製造
生産量 （比較的）少量＞大量

生産方式 受注＞見込・連続

販売
提供方法 リース・レンタル・シェア＞売切

販売個数 集合体（事業用として）＞個体

価格特性

製品全体 高価格（理由：長寿命等）＞低価格

価格単価
ライフサイクル単価（例：稼働時間、走行距離

等）＞製品個数単価

回収関係
回収時取扱方法 製品として＞廃棄物として

戻り率 高＞低

再生関係 再生目的
リユース・残存価値利用＞
リサイクル・焼却・処分

【許可なくコピー・転載禁止】By 喜多川



マルチバリュー循環社会を支える材料技術

• 長寿命化 製品寿命の数倍の材料寿命
• 高信頼性 リユース、リマンを保証
• 修復性・修理可能性
• 易分解性
• カスタム化可能性
• 洗浄性、リフレッシュ性
• 水平リサイクル性
• その場加工性
• 省資源性



材料技術、設計技術は
「産婆」「乳母」の役割から

「教師」「医者」の役割へ
これまで
必至に作って必死に育てるが
あとは社会任せ

これから
社会で責任をもった生き方を示す教師と
元気さを保つ医師

資源効率を向上させるライフサイクルマネージメント





使用済み製品から使えるところだけ貪り食って、
残りはe-wasteとして食い散らかす

鴉食リサイクル(yashi -recycle)

e-waste

リユース名目で
集めて

いいとこどり

くいちらかし

海外の、目の
届かないところで



 

 

類別 品目数 重量比％ 主な品目 現状のｼｪｱ
産業系（工業
系）

51 74.8 ﾓｰﾀｰ、ﾗｼﾞｴｰﾀｰ、給湯器、換気扇、農業機械、発電機、
ｴﾝｼﾞﾝ類、業務用エアコン、 30％～40%

ﾊﾟｿｺﾝ・OA機
器

7 3.9 ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟﾊﾟｿｺﾝ、ﾉｰﾄ型ﾊﾟｿｺﾝ、ＯＡ機器部品、ｺﾋﾟｰ機、
ﾌﾟﾘﾝﾀｰ

10%

家庭系 37 17.1 ｴｱｺﾝ、電子ﾚﾝｼﾞ、ﾋﾞﾃﾞｵﾃﾞｯｷ、電話機、炊飯器、扇風
機、ﾘﾓｺﾝ類、電池類、 40％～50％

その他 7 4.2 断熱材、木くずなどの無価物、基板の端切れ。プラント解
体物、化学薬品タンク、ワイヤーロープなどの処理困難
物。

10%～20％

計 102 100 100

雑品30万トン
自動車50万トン

CE的発想の中国・欧州廃棄物処理業の参入 モノを始末するより回
すことにたける

雑品還流問題を機にした国内循環産業の国際市場化



MVC研究会meeting

• 6/21 発会大会
• 8/1 リマンを軸としたマルチバリュー循環
• 8/30 リサイクルの現状をどう見る
• 9/25 CEの国際動向
• 11/13 ビジネスモデル検討会
• 12/19 IU-MRS 材料の医者

• プラスチック循環最適化検討会
• 資源効率指標



資源生産性に優れた豊かな価値循環社会研究会
(通称 広域マルチバリュー循環研究会, 略称 MVC研究会)

いま世界ではSDGsに向けての取り組みが進んでおり、SDGsの実
現に向けた努力が経済活性と結びつくビジネスモデルの創出が進め
られています。とりわけあらゆる産業のフィジカルな基礎を形成し
ている資源利用の効率を高め、使用済みのものも含めて製品の中に
存在している価値を徹底的に利用していく価値循環社会が追求され
ています。欧州においてはすでに2015年に「サーキュラー・エコノ
ミー」が提起され、それに対する多くの施策やビジネスモデルも打
ち出され、中国もそれを広く取り入れた「循環経済」の形成を目指
しています。

翻ってわが国では2000年の循環型社会形成促進法制定をはじめと
する循環型社会の形成は廃棄物の減量化や再資源化においては一定
の成果と到達点には達していますが、現在欧州や中国で目指されて
いるような産業活性に結びつく新たなビジネスモデルの創出やそれ
によるSDGsへの接近では国際的なリーダーシップを発揮できてい
ないのが現状で、このままでは欧州や中国の後継となりその新たな
ビジネスモデルの中で埋没していく危険性さえあります。

このような新しい流れが国際的に起こっている状況では、産と学
がしっかりと手を組み、適切に世界の状況を分析して見極め、官と
密接に連携して国際的なリーダーシップを発揮できる方向性の明確
化と、それを具体的に展開できる技術力・経営力の強化とそのネッ
トワークづくり進めていくことが必要です。

そこで、2018年6月に資源生産性に優れた豊かな価値循環社会研
究会 (通称 広域マルチバリュー循環研究会)を立ち上げ、産と学
の結集の場をつくることとしました。そこでは、資源、製造、流通、
循環、情報の総合的立場からグローバルな視点での新しい循環の社
会モデル、ビジネスモデルの構築の方向性とその課題の検討と解決
の方向を探ると

ともに、その推進力のひとつでもあるSME(small medium

enterprises )の各々の特長を生かしたネットワークづくりも目指し
ていきたいと思っています。資源生産性に優れた豊かな価値循環社
会形成ビジネスを目指す多くの企業、団体、個人の皆様の会へのご
参加、また関係の皆様のご協力をお願いいたします。

マルチバリュー循環とは

製品は、製品そのものの機能価
値だけでなく、ブランド価値、構
成部品価値、部材価値、素材価値
など多様な価値を含んでおり、多
くの場合製品機能の停止をもって
ライフサイクルが閉ざされそれら
の価値は埋もれてしまうケースが
多いが、実は残存価値として引き
出される価値は残っています。現
在それを引き出しているのは素材
リサイクルですが、より多様で多
階層の残存価値引き出し行為が展
開され、それを最終的に支えるも
のとして素材リサイクルと廃棄物
処理が社会インフラの一部として
存在すべきです。このような多様
で多階層の残存価値を引き出す循
環をマルチ・バリュー循環と定義
します。

ものつくりアジア版サーキュラー・エコノミーへ
現在欧州ではResource Efficiency(資源効率)のアクショ

ン・プランとしてCircular Economyが打ち出され、循環型社会
へ向けたソリューションというよりもむしろ、横断性に富み残
存価値活用に優れたビジネス・マネージメント・モデルとして
広く定着しようとしています。
しかし、他方でその循環モデルは、ものづくり能力の地位が

相対的に低下してきたヨーロッパの中での製品の再循環モデル
に偏重しがちで、アジアをはじめとする生産力をシステム境界
外に置いたヨーロッパ・ファーストになりかねない弱さも持っ
ています。

21世紀は資源と環境の制約がますます厳しくなる世紀であり、
その中で多くの人々が豊かさを享受できるようにするには、資
源の採取から廃棄に至るライフサイクルでのモノの価値を多様
に組みつくし効果的に活かしきるマルチ・バリュー循環が求め
られます。そしてそれは国境を越えて広域で展開し、モノづく
りと密接に結びつく必要があります。



広域マルチバリュー循環研究会(MVC研究会)の会則概要

(目的)

本会は、使用済み製品を含む製品などに内在する多様な価値を積極的に引き出し活用
することで資源生産性に優れた豊かな循環社会の創出へと向かう、次世代のグローバル
な循環型社会として「広域マルチバリュー循環」の社会ビジョン、ビジネスモデルの構
築をめざす。さらに「広域マルチバリュー循環」を実現していくためのバリアの明確化、
政策的課題の抽出、技術的ブレークスルーポイントの鮮明化をはかる。

(性格)

本会は、第二条の目的を共有する、資源と製品、サービスの提供と管理・循環に係る
者、すなわち、製造者、提供者、消費者、行政関係者、自然もしくは社会科学の研究者
組織と、それらにかかわる諸団体によって構成され、その会費によって運営される自主
的な組織である。

(事業活動)

会は、第2条の目的を達成するために以下のことを行う。

a) 「広域マルチバリュー循環」の社会ビジョン、ビジネスモデルの構築のための議
論を推進する。

b) 各企業や消費者、経済主体における「広域マルチバリュー循環」の実践課題の鮮
明化に資する交流の場を形成する。

c) 国の施策や事業支援、研究開発支援等との連携を図る。

d) 「広域マルチバリュー循環」に向けた先行事例、萌芽事例の抽出、普遍化、普及、
宣伝を進める。

e) 「広域マルチバリュー循環」に係る世界の動向の把握・交流を進める。

f) これらの活動の普及のために、活動報告書(年報)を発行する。

(構成員)

会の構成員は、正式の会員および準会員およびオブザーバー(特別会員)である。

１． 第二条の目的を認め、一口以上の会費を納入した団体もしくは個人を会員とす
る。

(1口 10万円/年)

２． 幹事会により依頼・承認された組織もしくは個人をオブザーバー(特別会員)と
する。

３． 会費を納入しないが、第二条の趣旨に合意し、会の年報を購入する団体もしく
は個人を準会員と称する。
事務局

(一社)サステイナビリティ技術設計機構 (略称SusDi)

担当 原
〒305-0033 つくば市東新井10-1 ハートランドつくば108号室
Mobile 080-2678-5174 Fix 029-846-5505

Mail mvc@susdi.org

web   http://susdi.org/wp/mvc/entrance/

代表 原田幸明 国立研究開発法人物質・材料研究機構 名誉研究員

副代表 梅田靖 東京大学教授

幹事 (あいうえお準)
粟生木千佳 （公財）地球環境戦略研究機関持続可能な消費と生産領域主任研

究員・プログラムマネジャー

今井佳昭 リバーホールディングス株式会社執行役員

神崎昌之 （一社）産業環境管理協会LCA事業推進センター所長

喜多川和典 財団法人日本生産性本部エコ・マネジメント・センター長

小島 道一 ジェトロ・アジア経済研究所 上席主任調査研究員

醍醐市朗 東大 准教授

高木重定 みずほ情報総研株式会社環境エネルギー第1部持続型社会チーム課長

田島章男 パナソニックＥＴソリューションズ(株) 企画・法務部

中島謙一 国環研 主任研究員

並川 治 日立製作所

則武祐二 リコー経済社会研究所 顧問／主席研究員

林 明夫 JFEスチール 社友

林 秀臣 エコデザイン推進機構理事

廣瀬弥生 財団法人電力中央研究所企画グループマーケティング担当部長

松本光崇 産総研 主任研究員

村上秀之 物材機構 グループリーダ

山末英嗣 立命館大学 准教授

特別会員

粟屋仁美 敬愛大学

加納誠 東京理科大

後藤敏彦 NPO法人サステナビリティ日本フォーラム

高田祥三 早稲田大学

所千春 早稲田大学

中村慎一郎 早稲田大学

中村崇 東北大学名誉教授

橋本征二 立命館大学

細田衛士 慶応大学

森口祐一 東京大学

安井至 持続性推進機構

和田義彦 同志社大学

オブザーバ

経済産業省資源循環経済課、

経済産業省素材産業課

経済産業省金属課金属技術室

環境省リサイクル推進室

mailto:mvc@susdi.org
http://susdi.org/wp/mvc/entrance/

